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14th Tihany Symposium on Radiation Chemistry参加報告

1 はじめに

2019 年 5 月 25–30日の会期で，Sióhok（洪（Hun-
gary））にて開催された Tihany symposiumに参加した．
Tihanyというのは，Balaton 湖に突き出した半島の事
である．せっかくだから，Tihanyまで行こうと思った
のに，あいにくの雨・・・．ついてない．ちなみに，
会議の行われた Sióhokまでは Hungaryの首都である
Budapestの市街地から 2時間弱．会議の運営者らが用
意して下さったバスで移動したが，電車での移動も可
能．通貨は Forint．1 Forintが大体 0.4円で日本よりも
少し物価が低いような感じ．Sióhok でお土産を買う
際は現金のみしか使えないが，レストランやホテル，
Budapestの観光地では基本的にクレジットカードが使
える．Visaか Master推奨．ちなみに Budapestでは豚
肉を使った料理が有名．

写真 . ホテルから見た Balaton湖．対
岸には Tihany半島が見える．

2 会議の様子

Tihany symposiumとは，4年に 1度開催されている
放射線化学の専門家らが一堂に会する国際学会であ
る．14 回目となる今回の参加者は約 150 名で，口頭
（招待講演含む），ポスター共に 62件ずつの発表があ
り，活発な議論が行われた．日本人の参加者は 6名で，
量子科学技術研究開発機構から 3名，大阪大学産業科
学技術研究所から 1名，大阪市立大学から 1名，金沢
大学から 1名であった．会議は，Hotel Azúrで行われ

た．参加費には宿泊費と食事代が含まれている．著者
は 1日だけ Sióhokの街に出て，フランス人の共同研究
者らと食事をした．夏休みの期間らしく，閑散として
いたが，レストランで食べた物凄く塩味の濃いベーコ
ンの味が忘れられない（決しておいしいわけではない
のだが・・・）．ホテル内には，ジムやプールが併設さ
れており，リフレッシュも可能．著者がジムでトレー
ニングしていると，プールに向かう参加者らと会うこ
ともしばしば．加えて，Balaton 湖でのセーリングに
参加することもできる（無料）．他の参加者らと共に，
雄大な景色を見ながらシャンパンを楽しんだ（雨やっ
たけど）．会議中のセッション以外の時間も，参加者
が退屈することなく楽しめるように配慮をして下さっ
た組織委員会の皆様に参加者の 1人として感謝がつき
ません．

写真 . 晩餐会．フランス，メキシコ
の研究者らと．

Excursion はワイン蔵でテイスティングと馬のシ
ョーを見物．4種類（Riesling, Rose, Red, and Muscadet）
のワインを楽しむことができた．Hungaryは，ワイン
が有名らしい．小学生が水のようにワインを飲んでい
たのは衝撃的であった．Excursionの後は晩餐会．食
後にはダンスパーティーが開催され，参加者らとの交
流を深めることができた．著者に関していえば，知っ
ている曲が少なく，一緒に楽しむのが難しい・・・．
海外の参加者の持っているリズム感を非常に羨ましく
感じる瞬間であった（ダンス習おうかな？）．
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写真 . 講演の様子．若手セッションでの発表．

会議の講演に目を移すと，あらかじめ書類選考を通
過した 4 名の若手研究者には International Irradiation
Association（iia）award が贈られた．選考は事前に組
織委員会に送った CV で行われた．賞を狙う皆さん，
論文書きましょう！ 選ばれた 4名の中で最も優れた
発表をしたMatusiakさん（波（Poland））には賞状が授
与された（おめでとう！）．通常セッションでは，放射
線化学の基礎課程に関する発表から，植物の発育に与
える放射線影響等，多岐にわたるテーマで講演があっ

た．タンパク質の損傷収率をOHラジカルの生成量と
関連付けて議論していた IPHCの Raffy博士（仏）の講
演には特に刺激を受けた．筆者は Tihany Symposium
に参加するのは初めてであったが，2018年にモスクワ
（露）で開催された Ionizing Radiation on Polymer（IRaP
2018）の参加者も多く出席しており，1年ぶりに友人た
ちと再会する機会になった．彼（女）らとは，2020年
秋に奈良で開催される IRaPでの再会を約束し，帰路
についた．

3 おわりに

放射線化学の専門家が一堂に会する国際会議への出
席は今回が初めてであった．筆者にとって，発表の内
容は自身の見識を深める非常にいい機会になったとと
もに，発表後に頂いたコメントや議論を通じて，自身
の研究の今後の課題や世界の中でも立ち位置を改めて
確認することができた．別の知見から意見を聞くこと
で自分の研究を見直す機会にもなり，有意義な時間を
過ごすことができた．4年後の 15th Tihany Symposium
への参加を検討されることを強くお勧めする．

(量子科学技術研究開発機構 楠本多聞)

Miller Conference 2019参加報告

今回で第 31回となるMiller Conferenceに参加した．
日程は 2019 年 9 月 9 日から 9 月 13 日の 5 日間で
あった．会議は英国イングランド北部，カンブリア
地方の街 Cockermouth近くの Energusという会場で行
われた．英国の原子力開発で大きな役割を果たした
Sellafieldまで 26 kmという場所である．今回のMiller
Conferenceは率直に述べて低調であった．今回の参加
者は 69名であり，筆者のメモによれば前回シチリア
島での開催時の 142名から半減である．しかも，アジ
ア地域の大学・研究機関からの参加は，筆者所属の原
子力機構と東京大学のみ，参加者は筆者を含めてたっ
たの 3名であった．
今回のMiller Conferenceのプログラムは，一般的な

研究発表を行う 5セッションに加えて，パネルディス
カッションを含む Industrial Hot Topics セッションが

導入された．研究発表のセッションタイトルはそれぞ
れ Fundamentals，Heterogeneous，Health，Energy，Ma-
terialsであった．また Industrial Hot Topicsセッション
と同様に，新しい取り組みとして各セッションの前に
1時間程度の Educationalセッションが設けられ，各分
野の基本的な知識に関する講義を聴くことができた．
学生や若手研究者，異分野からの参加者を呼び込むた
めの取り組みとして評価できるものと思われる．
ここから各セッションの内容について簡単に紹介す
る．Fundamentalsセッションはパルスラジオリシス法
による反応過程や中間状態に関する研究が半数，残り
の半数は医療・生化学の基礎研究であった．Heteroge-
neousセッションは筆者を含めて 7件の口頭発表，ほ
とんどは原子力を背景とする研究であり，水素発生や
高分子材料の劣化，鉄鋼材料の腐食，溶媒抽出処理に
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おける放射線効果に関するものがあった．Healthセッ
ションでは，放射線治療における増感剤として金属ナ
ノ粒子を利用する研究についての発表が多かった．そ
の他には，線量評価方法の開発や DNA損傷に関する
研究が報告された．
筆者の印象に残った発表は，パリ南大学 V.

Shcherbakov, N. Chen, S. A. Denisov, M. Mostafavi に
よる研究で，金属ナノ粒子には線量吸収を促進する効
果はほとんどないことを，パルスラジオリシス法を用
いて明確に示し，さらに増感作用は金属ナノ粒子がラ
ジカル反応過程に関与するためという主張を展開し
たものである．吸収線量は放射線と電子・原子核との
相互作用で決まり，その形態がナノ粒子になったとこ
ろで教科書を書き直すようなことは起こらないのであ
り，この発表は説得力のある主張であった．

Energyセッションは様々な研究発表があった．En-
ergy との関係を見つけることのできる発表が集めら
れており，その内容は使用済燃料の再処理に関係する
もの，直接処分に関係するもの，太陽光電池材料中の
反応に関する基礎研究，水素発生用触媒の放射線を利
用した調製等についての報告があった．Materialsセッ
ションは材料開発への放射線利用に関する研究と原子
力材料についての研究との報告がほぼ半数ずつであっ
た．材料開発関係は，従来から盛んに行われてきた高
分子関係の報告が 1件のみであり，他は電子デバイス
材料への照射効果や触媒用金属ナノ粒子調製に関する
報告であった．原子力材料に関してはMOX燃料，セ
メント材料，アルミナ系廃棄物に関する研究が報告さ
れた．
これらの研究発表セッションとは少し趣向を変えた

Industrial Hot Topicsセッションは 11 日の午後に行わ

れた．このセッションは 2 件の口頭発表からパネル
ディスカッションに続ける形式であった．2件の口頭
発表は英国 Sellafield 社と National Nuclear Laboratory
所属の参加者によるもので，原子力のバックエンドに
関する発表，具体的には用途のなくなったプルトニウ
ムの安定保管のための技術開発と，再処理もしくは地
層処分を待っている使用済燃料の中間貯蔵のための技
術開発であった．これに続けてパネルディスカッショ
ンを行い，“これから 5 年間で放射線化学は何をすべ
きか”をテーマに設定するという試みであった．
これらの口頭発表セッションに加えてポスター発表
が 35件あり，またManchester大学が 2005年に Cum-
briaに設置した研究施設 Dalton Cumbria Facility（DCF）
の見学が行われた．DCFは比較的小規模な施設である
が，ガンマセル 1基と 5 MVおよび 2.5 MVペレトロ
ン型イオン加速器各 1基を擁し，放射線研究および原
子力施設の廃止措置に係る研究開発を行っている．
会議を終えての全体的な感想として，原子力の廃止
措置・バックエンドに関係する研究の割合が高かった
ことが印象に残る．また，冒頭でも述べた通り，参加
者数の減少，アジア地域の研究者の参加率の低さは顕
著である．逆に，筆者が昨年参加した APSRC2018に
は欧米からの参加者が極めて少なかった．本来研究者
間のコミュニケーションを促進するためにある学会
が，その数が多すぎるために，自然発生的な地域的ブ
ロック化を引き起こしてしまっているように感じてい
る．次回のMiller Conferenceは 2年後，開催はフラン
ス，コルシカ島予定とのことで期待できそうではある
が，この報告記事をお読みの方は是非，次回参加をご
検討頂きたい．

(日本原子力研究開発機構 熊谷友多)

16th International Congress of Radiation Research（ICRR2019）
参加報告

令和元年 8 月 25 日–8 月 31 日の 5 日間，イギリ
ス・マンチェスターにあるマンチェスター中央会議
場にて 16th International Congress of Radiation Research
（ICRR2019）が開催された．放射線の生体影響ならび
に細胞応答の評価，モデリングに関する基礎研究をメ

インに発表が行われ，二次がんリスク，放射線治療時
の増感剤や新規放射線治療法等のその他，多くのサブ
テーマがパラレルに進められた．放射線化学に関する
セッションは 8月 28日の Parallel session 7: Radiation
chemistry and oxidative damageにて行われた．内容は
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生体分子の酸化還元ならびに修復プロセスに関する
話が主であった．2011年のポーランド，2015年の京
都で開催されたこれまでの ICRRでは原子力工学関連
するセッションがあったが，今回はセッション自体が
なく，同時期にイギリスで開かれる Miller Conference
2019に集中したものと考えられる．

写真 1. 会議が行われたマンチェス
ター中央会議場．

さて，筆者は “Nanoclay gel-based radio-fluorogenic gel
dosimeters using Dihydrorhodamine 123” のタイトルで
ポスター発表を行った．ポスター発表は全体で 410件
あり，そのうち 118件が日本からの発表であった．多
くの日本人が参加しており，イオンビームの放射線の
生体影響に関する最近展開について話を伺うことがで
き，大変有意義な会となった．ポスター発表の様子を
写真 2に示す．お時間をとって丁寧に説明していただ
いた先生方に大変感謝申し上げる．

写真 2. ポスター発表の様子．

その他の印象に残っている研究をいくつか挙げる
と，DNA 損傷を標的とし，細胞生存率をモデル化す
る標的理論に対して，DNA 以外，たとえばミトコン
ドリア等を標的とした場合のモデル化やそれを実験
的に検証可能な，つまり単一の細胞内に照射線量の
コントラストをつくる研究が進められており，今後
の研究展開が楽しみであった．また，GSIの PIDEプ
ロジェクトがポスター発表で紹介されており，文献
でこれまで発表された 1000 以上の in vitro 細胞生存
実験結果がデータベースとして取得可能になってい
ることを知った．今後の重粒子線治療のモデル化に有
用であると考えられる．その他，放射線化学をベース
とした線量計が活躍しそうな領域としてアダプティ
ブ放射線治療やMR-guided radiotherapyに関する発表
や Synchrotron Microbeam Radiation Therapy に関する
口頭発表があり，大変興味深かった．最後に，会期中
毎日食べる予定であったフィッシュアンドチップスの
写真（写真 3）を載せる．筆者と近くにいたメンバー
は雨で気温が急激に下がったためか，途中から体調を
崩してしまい，初めてのイギリスでの体調管理の難し
さを感じた．尚，次回の ICRRは 2023年 9月頃にカ
ナダのモントリオールにて開催予定である．

写真 3. フィッシュアンドチップス．

(北里大学 前山拓哉)
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